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    技術情報 
 

エンテロウイルスの血清型と遺伝子型 

 

1 はじめに 

エンテロウイルスはピコルナウイルス科エ

ンテロウイルス属に分類されている。粒子の直

径 22～30nm、プラス 1本鎖 RNA を持つ球状（正

二十面体）ウイルスである。50～56℃で不活化

し、エーテル、胆汁酸に抵抗性である。pH3.0

で不活化されない。100 以上の血清型（遺伝子

型）が知られ、急性灰白髄炎（ポリオ）、脳炎、

無菌性髄膜炎、手足口病、ヘルパンギーナなど

の原因となり、毎年世界中で流行が繰り返され

ている。型の違いによって引き起こされる疾患

も異なり、感染防御につながる中和反応も異な

るため型別は重要な要素となる。エンテロウイ

ルスの同定は、細胞培養によるウイルス分離が

基本で、分離ウイルスを中和反応により型別す

る。中和反応には型別用抗血清が必要であるが、

エンテロウイルス 73 型以降に発見されたエン

テロウイルスは遺伝子型別により同定されて

いる。 

 

2 エンテロウイルスの分離 

細胞培養か乳のみマウスを用いてウイルス

分離がなされる。用いられる細胞は研究所に

よって異なるが、Vero、HeLa、HEp-2、RD 細

胞などが基本となる。用いる細胞により分離

されるウイルスも異なり中和反応による同定

や、PCR 法に用いるプライマー選定のヒント

になる。A群コクサッキーウイルスの分離は難

しく、主に乳のみマウスが用いられてきたが、

RD 細胞の確立により殆どのウイルスが細胞培

養可能となった。 

 

3 中和反応による型別 

 分離されたウイルスはマイクロプレート法

による中和反応で型別される。最初はシュミッ

トプール、エンテロプール、エコープールなど

のプール血清により型別し、その後、単味血清

により型別される。血清型にはポリオウイルス

1型～3型、コクサッキーウイルス（CV）A1 型

～24 型、B1 型～6 型、エコーウイルス（E）1

型～33 型、エンテロウイルス（EV）68 型～71

型が知られている。ただし、CV-A15, 18, 23, 

E-8, 10, 22, 23, 28 は再分類の結果欠番とな

っていて 63 血清型に分けられる。EV-72 も A

型肝炎ウイルスにあてがわれていたので欠番

で、EV-73 からつぎに述べる遺伝子型別による

分類となった。 

 

4 遺伝子型による型別 

構造タンパクの 1 つである VP2 領域をコー

ドする遺伝子の解析により、エンテロウイルス

は A、B、C及び Dの 4つのグループに分けられ

ていたが、血清型とは完全には相関していなか

った。そこで、中和反応のエピトープが最も多

い VP1 領域（834～951 塩基）の遺伝子解析に

より、塩基配列の違いと血清型が相関すること

が分かった。血清型が同じであれば 75%（アミ

ノ酸で 88％）以上の相同性が認められる。こ
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れにより、今まで分離されて中和型別不能であ

ったウイルスが VP1 領域の全配列を決定する

ことで新型か否かが分かるようになった。すな

わち、既知の配列と 75％以上の相同性が認め

られなかった場合、その配列をピコルナウイル

ス研究班（http://www.picornaviridae.com/）

に申請し、系統樹解析により新型と認められれ

ば新たな遺伝子型が命名される。当所が分離し

たウイルスも、この方法で EV-98 と EV-107 と

認められた。現在は、VP1 領域の配列の違いに

基づき、ヒト由来のエンテロウイルスは EV-A、

B、C及び Dの 4種（species）に分類されてい

る（bootstrap 値 100％）。各種に属するエンテ

ロウイルスの血清型（遺伝子型）を表にまとめ

た。A群コクサッキーウイルスは EV-A、B 及び

C に分かれる。ポリオウイルスは EV-C に属す

るが、エンテロウイルスのプロトタイプである

ことに変わりはない。B群コクサッキーウイル

スとエコーウイルスは全て EV-B に属し、新型

も含めて 59 型と最も多い種となっている。ま

た、EV-68 以降は、A、B，C 及び D の各種名も

わかるように、例えば EV-71 は、EV-A71 と表

記されることとなった。今回は取り上げなかっ

たが、VP1 領域の系統樹解析によりライノウイ

ルス属のウイルスが、エンテロウイルス属の別

種（HRV-A、B 及び C）に分類されている。 

 

 

表　ヒト由来エンテロウイルスの分類

EV-A　（21型） EV-C　（23型） EV-D　（4型）
CV-A2 CV-B1 E-29 PV-1 EV-D68
CV-A3 CV-B2 E-30 PV-2 EV-D70
CV-A4 CV-B3 E-31 PV-3 EV-D94
CV-A5 CV-B4 E-32 CV-A1 EV-D111
CV-A6 CV-B5 E-33 CV-A11
CV-A7 CV-B6 EV-B69 CV-A13
CV-A8 CV-A9 EV-B73 CV-A17
CV-A10 E-1 EV-B74 CV-A19
CV-A12 E-2 EV-B75 CV-A20
CV-A14 E-3 EV-B77 CV-A21
CV-A16 E-4 EV-B78 CV-A22
EV-A71 E-5 EV-B79 CV-A24
EV-A76 E-6 EV-B80 EV-C95
EV-A89 E-7 EV-B81 EV-C96
EV-A90 E-9 EV-B82 EV-C99
EV-A91 E-11 EV-B83 EV-C102
EV-A92 E-12 EV-B84 EV-C104
EV-A114 E-13 EV-B85 EV-C105
EV-A119 E-14 EV-B86 EC-C109
EV-A120 E-15 EV-B87 EV-C113
EV-A121 E-16 EV-B88 EV-C116

E-17 EV-B93 EV-C117
E-18 EV-B97 EV-C118
E-19 EV-B98
E-20 EV-B100
E-21 EV-B101
E-24 EV-B106
E-25 EV-B107
E-26 EV-B111
E-27

CV：コクサッキーウイルス、E：エコーウイルス、EＶ：エンテロウイルス、PV：ポリオウイルス

EV-B　（59型）
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